地上デジタル 
入力 

◎日 


*Vhf/uhf 

アンテナ入力 

入力(ビデオ1な。◎印 



ケ巧レ 


映像•音声コード 


ビデオ出力 

郎央像 

〇〇〇 



な 

映像•音声 

コード 


アンテナ線 


アンテナ線 


17己0同軸ケーブル 




分配お 

(別売） 


产ナから 


テレビへ 

：© 

地上デジタル/アナ□グ 
(VHF/UHF) 


り OCJ 夕よ部入力1 

〇 ◎ ◎姑俄力2 


出力" な 




争地上アナ□グ放送は本機で受信できますび、番組表 （ G ガイド）を受信することはできません。番組表の受信には、目 S デジタル放 
送を受信でさる衛星アンテナの接続び必要です。 

♦上記!;^外のホームターミナル/セットトップボックスとの接続については、 CATV 会社にご相談ください。 


ケーブルテレビ 

端 f ¥ 


HDMI 対応テレビをお持ちのお客衞ま、別売 
の HDMI ケーブル1本でかんたんに接続び 
できます。 卜裏面 「 HDM 胺続」） 

•□端テを持つテレビをお使いの場合は 

(一準備編7、22ページ） 


HDMI 対応テレビをお持ちのお客撒ま、別売の HDMI ケーブル1本で 
かんたんに接続びできます。 卜裏面 「 HDM 暇続」） 

•□端テを持つテレビをお使いの場合は(一 準備編7、22ページ） 




盼11日度 CS-IF ス _ h 心-’'寸けが、 

入力 入力(ヒ了才1なと） 

映像广 

こ左◎‘ 

地上デジタル胃口 
入力 ^ち 


目 S 同軸ケーブル 
( BS’CS 対応 ） i 




テレビの VH F/U H F 、 地上デジタ 
ルのアンテナ入力端子びひとつに 
なっている場合、この接続は不要 
です。 , 


アンテナ線 


をな 


BS 同軸 
ケーブル 
( BS . CS タオ応） 


•地上アナ□グ放送のみ対応したテレビをお使いの場合、デジタル放送をご覧になるには、地上デジタル用 UHF アンテナや目 S ， 1 
度 CS デジタル八イビジョンアンテナの設置び必要です。 

•図のようにアンテナ接続でさない場合は、分波器や分配器、混合器び必要になることびあります。詳しくは販売店にご相談ください。 

(^準備編曰ぺージ） 





テレビの VHF / UHF 、 地上デジタ 
ルのアンテナ入力端テびひとつに 
なってしぶ場合、この接続は不要 
ぶす。 


〇 テレビとつなぐ 


© 


ケーブルテレビ 

CATV とつなぐ 



巨 S .1 10度 CS 
デジタル 
八イビジョン 
アンテナ 


Q 


アンテナとの接続 O 0 O のあと、テレビとの接続 〇 © © を巧つてください。 

® ©は、 地上デジタル ‘ BS ’ CS チューナー内蔵テレビをお巧いの場合、接続してください。 


接続 〇 0 のあと、 CATV ホームターミナル/セットトップボックス、テレビとの 接続® 〇 を巧つてください。地上デジタル放送の 
伝送び/なスルー方式の場合、分配器を使つて 〇 © を接続してください。 CATV 舍畑:によつて伝送方式は異なります。 



本書はブルーレイディスクレコーダーをお楽しみいただくために、於要な接続や設定を説明していまず。 
詳しい接続や設定、操作説明については、別冊の取扱説明書 r 準備編 J 、 r 操作編 J をご覧 < ださい。 
取扱説明書で参照していただ < ぺージは（一◊◊編〇〇ぺージ）で表巧しています。 


Panasonic 

ブルーレイデイスクレコーター 

品番 DMR-BR 500 

♦接続時は各機器の電源プラグをコンセントから抜いてください。 
隹図中の は付属品、—は別売品を表しています。 




テレビ背面 


ホームター5ナル/ 

セットトップボックス背面 


お使いのテレビに合わせてのいずれかの接続をしてくださし^。 @®にぁてはま！5なし、場合は、準備編4〜 13ぺージをご覧ください。 


畏辣ぐ梦控を亥な巧を框讀贸[が辱瑟爲 [ k ? 巧浸 
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テレビ背面 



HDMI 接続 

HDMI 巧応テレビと接続すると、本機で録画した番組を高品質な映像•音声でお楽しみいただけます。 
別売の HDMI ケーブル1本でかんたんに接続できます。 

♦テレビとの映像 • 音声コード接続は不要です。 ただし、アンテナの接続は必要です。 


iU 下の設定（お買い上げ時）になっているか確認してください。 

初期設定 r テレビ/機器の接続」の 「 HDMI 接続」の 
•「 HDMI 映像優先モード」：「入」卜準備編24ページ） 

•「 HDMI 音芦出力」： r 入」(一準備編24ページ） 

•「 HDMI 出力解像度」を設定ずる（一操作編9已ぺージ） 


ビエラリンク ( HDMI ) を使うには 

ビエラ IJ ンク ( HDMI ) とは、本機と HDMI ケー 
ブル(別売)を使って接続した機器を自動的に連 
動させて、1つの IJ モコンで簡単に操作でさる 
機能です。(下のような操作びでさます。 

(一操作編82ぺージ） 

• 自動的にテレビの電源を入れ、入力を切り換える 
•自動的に本機の電源を切る 
•テレビの U モコンで本機を操作する 



OT の設を(お買い上げ時)になっているか確認してください。 

初期設定「テレビ/機器の接続」の 「 HDMI 接続」の 
•「ビエラリンク設定」一「ビエラリンク制御」：「入」 
(一操作編日已ぺージ） 


ご利用のためには、 

ビエラリンク ( HDMI ) に対応した当社製テ 
レビ（ビエラ）び必要です。 





•有料放送（ペイ•パー•ビュー）の視聴や、視聴者参加番組を楽しみたい場合は、本機の電話回線を使った接続をしてください。 （^準備編14ページ） 


•デジタル放送を受信するには、目- CAS カー 
ド（付属）を必ず挿入して<ださい。 


電源コンセント 
AC 100 V 
50/60 Hz 


四: 


電源コード 


hutt 


[ 


濯 か 


m 


>本機前面の ©矢印の 絵び描かれている 

とびらを開けて 面を上にして、その方向 

に挿入します。 


•電源コードは必ずつないでおいてください。 

電源コードを抜いていると、テレビで放送の受信がでさ 
ない、または映りが悪くなる場合があります。 



リモコン裏面のふたを開け、電池(付属)をセットしまず。 

電池は©©をご確認のラえ、正しくセットし 
て < ださい。 



お願し、 


本機背面 


) 巧電ホを入れる 


源コードを是し込む 


CAS 力ードを入れる 


その他の 接続 必要に応じて接続、設定してください。 





を琢該 [ k ? 巧© 


音声ガイドで設定 



電源 

善 2 

3 


テレビのリモコンでテレビの電源を入れ、本機を接続し 
た入力に切り換える（ビデオ]など） 


本機の電源を入れる 

-►ちの画面び出る 


かんたん設置設定爛始） 

_1規 

項目選択 至 ィ 


リモコン操作 


操作に必要なボタンが 

黄ちで表巧 

されます。 


リモコンボタンの拡大図 


「開始」を選択し、ミ夫定ボタンを押してください。 


中止 設定しない 


画面メッセージと音声ガイドに従って設定する 

•市外局番などを入力するとさは、 U モコンのふたを開けて 
数字ボタンを押してください。 



前の画面 
に戻る 


選んで 




操作ガイドをスター 


基本操作のほか、困ったときの解決法をテレビ画面でご覧になれます。 


ガイド操作ガイドをいったん終了してら、[ガイド？]ボタンを押すと、再度表示することびできます。 

© また、 ©マークび 付いた画面び表示されたとさに [ガイド？]ボタンを 押すと、操作に対する補足説明び表示さ 
れます。 


作ガイド 

• ww ド， 

.•: OIB ■■ひ 

•巧レけ 


广 番組表 ( G ガイド）を受信ずる 、 


胃 3 P データ受信び始まると‘‘び点なします。 

電源を切る 







地上アナ□グ放送を含む番組表の受信には、衛星アンテナ 
( BS ， 110度 CS デジタル八イビジョンアンテナなど）の接続 
が(8^要です。 

•番組表受信前でも番組表を使わない操作は行えます。 

ただし、操作後は必ず電源を切って、番組表データを受信してください。 

※本機を設置した時間帯によっては、番組表を表示でさるまでに1曰程度か 
かる場合びあります。 

番組表び表示されるまでの録画について、詳しくは操作編をご覧ください。 

詳しく知りたいとまは 

ブルーレイディスクレコータ’一関連情報は、インターネットのパナソニック 
ホームページをご覧ください。 

http://panasonic.jp/support/bd/index.html 
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